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DELKUI HIGH SCHOOL

銚子オリジナル人財データベース構築

   皆さんは、
 DELKUI DB 
＼1期生です／



アイスブレーク
お誕生日順の円をつくろう！

ただし・・・

早速ですが・・・



自己紹介
名前 所属（学校/学年）

 好きな（好きだった）教科

さて、改めて・・・



本日のプログラム

13:00  開会～ごあいさつ

13:１５ 銚子円卓会議について

13:30  インタビュー準備

14:00  インタビューの実践

15:30  まとめ資料作成

16:30  会場撤収作業



ごあいさつ

（一財）銚子円卓会議

代表理事 松 岡 明 夫

大学時代、ロンドンで暮らしていたらしい。。。
音楽と、ドラクエと、韓国ドラマが大好き。

少し前まで
銚子信用金庫の理事長だったんだよ！



本日のプログラム

13:00  開会～ごあいさつ

13:１５ 銚子円卓会議について

13:30  インタビュー準備

14:00  インタビューの実践

15:30  まとめ資料作成

16:30  会場撤収作業



銚子円卓会議って？



定款に書かれた目的は。。。
 
 当法人は、まちづくりに活かされうる諸資源を横断的に発掘・育成し、架橋・循環 させていくことにより
 協働のまちづくりを前に進め、
 市民一人ひとりがしあわせを感 じて暮らす
 「魅力と活力あふれる地域社会」の創造に寄与することを目的とする。

人と地域の
well-beingを目指す法人

（地域コミュニティ財団）



・寄付で生まれて、寄付・志金が支える財団法人
・まちづくり中間支援組織

間に立って、想い・行動・志金・を
適切につなぐ役割

・具体的には、基本３事業を推進中！

特徴



基本3事業を覚えよう！（← テストに出ます）

みんながつながる寄付活動

① この指とまれ！プロジェクト

共助のローリングストック

② OSUSOWAKE（おすそわけ）

ローカルキャリア教育

➂ DELKUI（デルクイ）



①
この指とまれ！
プロジェクト



②
共助の循環備蓄
OSUSOWAKE



一人でできること＝自助

近頃話題のローリングストック？



銚子の強み、資源を持ち寄って生み出した
日本初！銚子発！の仕組み

共助のローリングストック（2.0） OSUSOWAKE
Operation of Sustainable Utility and Sustainable Opportunity for World of All Kind Everyone





OSUSOWAKEの特長＿時期

ここで
備える

ここで
支援する

日常からの防災と
もしもの時の

あたたかな支援

平常時 災害警戒時 応急対策時
復旧
復興時

地区防災計画より



防災食品に限らない魅力的な備蓄品
・各企業が概念として商品数を管理する仕組みのため、保存食である必要は
なく、日常を感じられる「美味しいもの」で癒しの時間が提供する。

SDGsの目標達成にも貢献
・参加者あるいは、被災地に送る＝必要なものを、必要な時に、必要な分だ
け、必要な人へ届けるため、無駄がない。

援助（遠助）でエンジョイ！
・パートナー地域とは、災害時だけではなく、平常時から関係構築することで、
新しい価値創出の可能性をもつ。

OSUSOWAKEの魅力











OSUSOWAKEは
・日常から「ゆるやかなつながり」のある社会への貢献になる

＝孤立・孤独の解消への貢献
・個人、企業、団体・NPO、行政が協働する仕組み

＝コレクティブインパクトの実装モデル
＝共創社会への貢献

解決したい課題

はじめに捉えたのは

① 日常からの防災意識の向上
② 寄付文化の醸成

防災意識の高い人を
もっと増やそう！

寄付する人を増やしたい！

第4期 石川県珠洲市への支援を通して気づいたこと

社会実装
は使命



課題への取り組み１ フードロス
2022年の食品廃棄物の量は1,525万トン。（その内約86％が食品製造業から排出）
さらに、食べられる部分の食品廃棄物は236万トン。（その半数が食品製造業）

＝食品製造業がフードロス削減を実現する上で重要なカギ

課題への取り組み２ 競争から共創へ
2023年度農林水産省「食品産業をめぐる情勢」によれば、食品製造業における次世代の競争モデルは、
単なる「競争」から、「競争」と「協調」を繰り返す新たな形態へと移行しつつある。

＝競争から共創による価値創出が重要

解決したい課題

銚子市は「食」に関わる産業が支える「まち」という前提から。。。





➂

ローカルキャリア
DELKUI



目標：出る杭を伸ばす風土を、文化に。

人財データベースを
高校生と共につくる



人財データベース構築の意味（仮説）

「人」と「仕事」と「地域のつながり」を可視化して、

「へー！知らなかった」 から 「もっと知りたい」

という気持ちを刺激し合い、

世代や分野に共通することはもちろん

違いを面白がって

みんなで地域の共有財産を創り続ける



本日のプログラム

13:00  開会～ごあいさつ

13:１５ 銚子円卓会議について
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14:00  インタビューの実践
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16:30  会場撤収作業



インタビューについて



今日の TO DO

・ワークシート21名分を埋める→提出



出る杭を伸ばす風土を、文化に。

さぁ、戦略を練ろう。



今日の TO DO

・ワークシート21名分を埋める→提出

いくつかの課題が・・・
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16:30  会場撤収作業



インタビュータイム１
１４：００－１４：２０



１４：３０ 着席完了

休憩・交流



インタビュータイム２
１４：3０－１４：５０



１５：００ 着席完了

休憩・交流



インタビュータイム３
１５：００－１５：２０



１５：30 着席完了

休憩・交流



本日のプログラム

13:00  開会～ごあいさつ
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まとめ作業

１６：２５ 提出
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